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⑧

・企業側担当者に対して、求人～採用～定着
などの流れを説明し、企業に合った採用ス
キームをレクチャーした。
・各支援機関との連携の必要性について説明
を行った。

7 7 7

　主に採用担当者と雇用までのプロセスを構
築。その過程における確認事項や採用基準、
雇用後の支援について制度の紹介、解説、活
用事例について支援経験あり。障害者の職務
遂行能力や対人面を確認する機会として提案
し実習受入経験のない企業に対して、実習期
間の責任の所在、費用面、支援者のかかわり
など、不安を一つずつ解決する伴奏型の支援
を提供した。

具体的な一連の雇用管理に関する援助の業務または実務の経験

・企業の実態に沿った細かい採用計画作成に
対する助言。一般の採用と活用できる制度や
手順が異なる点は、採用担当者に説明を行
う。
・ハローワークやその他機関と連携し、地域
や現在の雇用状況などについて情報収集を行
う

・職務の創出と選定に必要な情報を集めるた
め、職場内の見学や実際に体験したり、現場
担当者への聞き取りを行い、障害特性に応じ
た職務の創出を行った。

　障害特性に応じた職務の創出・選定を行う
ために職場見学と分析、現場職員から業務遂
行のコツや注意点、完成度、手順などについ
ての聞き取り、自身が仕事の体験を行う等を
実施。

・業務整理、業務工程の見直しを実施し新た
な雇用創出に貢献した。

・社内での説明会や、部署内のミーティング
に参加し、障害者雇用や障害特性についてな
どの講義を担当。
・現場担当者との個別面談を実施し、障害者
についての理解促進に努めた。

　多くの支援事例経験あり。現場で一緒に働
く方への障害特性、本人特性、職業・対人・
健康課題などについて朝礼等で全体説明、
個々の疑問に対する質疑応答を実施。時間の
経過とともに障害者に対する理解より感情が
上回り、次第に対象者に対する不満や現場と
管理者との意見の相違が生じる事例が多く、
障害者雇用継続に係る調整役の経験多数あ
り。

・現場で障害者一緒に働く方へ障害特性、本
人特性、職業・対人・健康課題などについて
研修を実施し、個々の疑問に対する質疑応答
を実施。

・障害者雇用に対しての理解促進のため、障
害者施設向けのセミナーの実施や従業員への
障害者雇用の啓発研修・視察や視察受け入れ
などを経営陣に提案。
・企業が求める障害者雇用の目的を明確に
し、その考えに沿った雇用を提案した。

経営陣に対して、同業種の雇用事例紹介や従
業員への障害者雇用の啓発研修の提案、先進
的な取り組みをしている企業への視察や視察
受け入れの提案や実施した。経営
陣の多くは、経営理念に沿って障害者雇用を
進めることに賛同していた。雇用率を満たす
ための採用、人材確保のための採用、社会貢
献のための採用など企業よってそれぞれ異な
る考えに沿って、雇用の提案を実施。

・経営陣が考える障害者雇用の目的を確認
し、そのスタイルに合わせた雇用計画の提
案。また障害者雇用の成功事例の説明や社員
への研修も併せて提案を行った

・雇用までのプロセスを構築するため、確認
事項や採用基準、雇用後の支援について制度
の紹介、解説、活用事例について支援経験あ
り。
・障害者雇用には「実習」が有効な手段であ
ることを説明し、受け入れに対して企業側が
抱える不安点を解消できるよう助言。

※事業運営責任者または事業実施者を複数名登録する場合は、２名以降の経験については別紙へ記載
してください。

経
験
年
数
等

事業実施者の経験事業運営責任者の経験

・採用後、生活面で問題を抱える対象者が多
いが、仕事面だけでなく生活面での支援も多
数行った。

障害特性による業務遂行能力の低下や現場指
導者の異動等による人間関係の再構築など雇
用管理についての助言を採用担当者や現場に
対して実施経験多数。雇用側の状況や障害者
の状況、雇用環境の変化に応じて職務再構築
を実施。

・企業が踏み込みにくい、生活面の課題や家
族支援等の相談を受け、課題解決に向けての
支援を実施。・人事異動など雇用環境の変化
に応じて職務再構築を実施。

【過去３年間における実績】
　●援助の件数
    平均月1件以上の講演・研修会の実施
    Ｒ６　１５回　　Ｒ５　１２回　　Ｒ４　１３回

　●支援業種
　　ホテル・介護・食料品製造販売・建設・小売業等

　●具体的な支援内容
　　管理部門や経営陣への障害者雇用理解促進や事例紹介（研修会・セミナー）
　　雇用に向けた社内体制構築
　　現場職員へ障害者雇用、障害特性の説明
　　職務の創出・選定
　　採用プロセス構築
　　採用後の企業及び障害者に対する職場定着支援
　　企業側からの依頼に基づく対象者の健康管理支援、家族支援

※（表面）1で、「対象障害者の一連の雇用管理に関する援助の業務についての実績を有する法人」を
選択した場合は、下記の各項目について記載してください。
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障害種別の経験

社内の支援体制等
の環境整備

求人の申込みに向
けた準備など募集
や採用活動の準備

採用・雇用計画の
策定

法人としての経験

当該事業所内にお
ける職務の創出・
選定

社内での障害者雇
用の理解促進

障害者雇用推進体
制の構築

経営陣の理解促進

想定業務に基づき必要となるスキルを整理。
採用基準を設け、適切な採用計画を推進し
た。

　採用に当たり、採用試験の内容や採用基
準、採用計画の手順や応募方法、支援機関の
関りや活用事例などについて助言経験あり。
特に「障害者が安全に担える仕事なのかの不
安」や「採用にあたっては、実習や支援機関
からの情報を基に採否判断する」ことについ
て助言経験多数。

・採用計画の手順や応募方法、支援機関の関
りや活用事例などについて事業所へ助言。
・会社説明会の提案や、開催に向けての準備
支援を実施。
・支援機関とのかかわりや活用事例について
助言。

・採用担当者と現場担当者との障害者雇用に
対する考え方に相違がある場合が多いため、
支援体制・役割分担についての説明や障害特
性についての講義などを実施。

経営陣や人事部など採用にだけ携わる体制で
あるため、現場での支援や雇用に対する考え
を代弁し、社内体制を整える経験もあり。

・障害者雇用に対して、経営陣と現場担当者
の考え方に相違がある場合が多い。それに対
して現場担当者へ、支援方法の伝達や企業の
方針について説明や、役割分担の提案などを
行う。
・現場での支援や雇用に対する考えを代弁
し、社内体制を整える経験もあり。

社内で障害者雇用についての詳細を確認し、
それに合わせた求人内容の検討。ハローワー
クや特別支援学校、関係機関から情報収集し
採用活動にいかすよう助言。

採用に当たり、どの部署のどの仕事に何名の
採用など採用計画についての助言を実施。採
用手段について助言経験あり。一般の採用と
活用できる制度や手順が異なる点に採用担当
の相談援助を実施。


